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全世界がコロナの大きな影響を受けている。日

本においてもこれまでの社会・経済に内在してい

た様々な問題が顕在化し、具体的な事象から日

本が置かれていた現状を実感させられる状況が

続いているが、一方で新しい動きも見え始めてい

る。 

例えば、マスクや消毒薬、医療用ガウン等の不

足問題は、生産拠点が特定国に偏っていたことに

起因し、その奥には極端な「利益第一主義」的な

グローバル経済という背景が存在していたことに

多くの国民が気付いた。そんな中で 4 月 27 日付

の日経新聞の一面には『配当より雇用維持を。機

関投資家が転換』とあり、「短期的な利益追求より

社会的課題に向き合う方が長期的な成長につな

がると株主の考えが変わってきた」との指摘があっ

た。 

 

また、多くの国民が直接的に対応したことによる

新たな変化も起きつつある。例えばテレワーク、オ

ンライン会議については、これまで中々進まなか

ったが、外出自粛要請の中で、結果的に急速に

普及することとなった。いくつかの課題も指摘され

てはいるが、「どこにいても仕事ができる」、「通勤

ラッシュに耐えながら都心に通勤する必要がな

い」、「遠距離を理由に参加できなかった会議に

参加できるようになった」など効果を実感している

国民も多い。社会構造を変える「きっかけ」となり、

そしてそれを推進する「有効なツール」ともなり得

る新しい流れとして期待したい。 

 

しかしコロナとは関係なく毎年自然災害が多発

している。昨年の台風 19 号も各地に大きな被害

を残したことは記憶に新しいが、その中でもいくつ

かの治水プロジェクト等が完成していたため被害

が最小限に押さえられた例があったことも事実で

ある。例えば台風直撃直後であったものの、鶴見

川流域の総合的な対策が功を奏してワールドカッ

プ「日本 vs スコットランド戦」が開催でき、しかも

正々堂々と日本が勝利し決勝トーナメントに進出

したことは特筆すべきことである。今年も各地で災

害が発生している。特に 7 月の熊本県球磨川の

被害は甚大であった。8 月下旬、現地では、地元

流域自治体と県・国との検証委員会が開催され、

ダムが存在した場合の効果についても確認するこ

ととなったとの報道があった。データや事実に基づ

いて客観的かつ冷静に検証しその結果を今後に

活かしていただきたい。 

 

コロナをきっかけに既に社会が変わりつつある。

今こそ「よりよい社会」へ「変えていくチャンス」と捉

えたい。例えば、自然災害やパンデミック等、社

会に甚大な影響を与える「外力」に対しても「余裕

をもった、強く・しなやかで、安全・安心な社会」に

すべきだと強く思う。また、「思いやりのある社会」、

「短期ではなく長期的志向をもった持続可能な社

会」なども新しい社会に向けての重要な考え方だ

と思う。国民的な議論がなされ、より多くの国民が

共感できる「考え方」が形成され、共有されれば、

よりよい方向に「社会を変えていく」ことも可能であ

ると信じたい。社会を構成する一員として、そして

それを支える「社会インフラ」に関わる者として、

多くの方々と議論を重ねながら自分にできること

から行動を起こしていきたいと思う次第である。 

（令和 2年 9月 28日提出） 


